
に
命
じ
て
備
の
加
被
カ
仁
依
て
備
の
代
ら
じ
大
乗
の
法
を

菩
薩
の
錦
仁
設
か
し
む
る
な
り
。
放
に
轄
・
教
付
財
さ
云
ふ

悌
韓
関
じ
設
か
し
む
る
は
、
二
乗
を
し
て
大
乗
の
法
に
通

達
せ
し
め
ん
が
錦
争
h
y
o

然
れ
ず
も
二
乗
自
ら
は
大
乗
の

法
門
は
菩
薩
の
所
修
じ
し
て
我
等
二
乗
の
修
す
ぺ
き
も
の

仁
非
今
ご
思
へ
・
9
0
叉
繋
若
じ
て
は
小
乗
の
法
門
も
大
乗

の
法
門
も
一
切
の
法
皆
摩
詞
大
乗
ご
説
い
て
但
法
仁
大
小

別
な

3
を
顕
す
、
故
に
般
市
若
は
怯
を
関
曾
し
て
末

r人
を

開
合
せ

5
る
＋
F
b
o

若
し
華
厳
三
照
の
例
の
中
仁
は
究
賎
平
地
の
矯
歩
h
y
o

食
時
の
究
の
偶
中
ご
て
丁
度
十
時
頃
仁
嘗
れ
h
y
、
故
仁
‘
2

r物
に
蔭
の
出
来
る
時
分
な
h
y
、
又
控
般
市
五
味
の
中
じ
は

熟
町
昧
仁
例
ふ
。
即
ち
大
を
信
子
る
生
町
味
よ
り
大
仁
通

ず
る
熟
町
味
を
出
す
ま
り
、
乙
れ
方
等
の
後
摩
詞
襲
若
を

誘
き
出
す
ご
争
b
o

法
華
の
信
解
品
じ
云
（
、
是
時
長
者
有
ν疾
自
釦
ニ
締
死

不
五
八
語
－
－
窮
子
日
言
我
今
多
有
ニ
金
銀
珍
賓
－
倉
庫
盈
溢
英

中
多
少
所
鹿
取
輿
云
々
。

是
の
文
に
於
て
回
大
聾
聞
よ
く
縛
激
付
尉
融
遁
陶
汰
て

ふ
般
車
若
の
部
意
を
領
解
せ
り
。

以
上
鹿
苑
方
等
襲
若
の
三
時
は
漸
究
に
洩
き
ょ
b
深
さ

に
至
ら
し
む
れ
ば
華
殿
頓
大
仁
劃
し
て
総
じ
て
漸
数
ご
名

〈
る
争
。
。
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付
婦
関
係

佐

藤

秀

温

天

総

論

宗
教
ご
は
宇
宙
絶
劉
の
異
理
を
開
出
乙
、
而
し
て
十
界

の
中
央
た
る
人
間
界
を
根
本
ご
し
、
－
一
雄
崇
高
偉
大
仁
し

て
吾
人
を
し
て
敬
畏
す
べ
き
戚
情
を
起
き
し
め

τ、
人
心

の
奥
底
を
支
配
し
、
之
を
人
格
化
し

τ信
仰
し
、
人
生
の

繰
陪
を
補
は
ん
ご
す
る
も
の
じ
し
て
、
往
て
は
園
家
安
泰

の
基
礎
を
立
て
、
叉
世
界
文
明
の
本
源
さ
も
稀
す
ぺ
き
も

の
是
也
。
而
し
て
宗
教
に
は
多
種
あ
h
y
ご
雌
も
、
悌
致
を

除
〈
の
外
は
皆
な
外
典
外
遺
志
L
9
0

其
の
外
遣
の
所
詮
は

内
遣
に
入
る
即
も
最
要
な
b
o
成
る
外
道
の
云
〈
、
千
年

己
後
働
出
世
す
等
云
々
。
叉
或
る
外
道
の
云
〈
、
百
年
己



後
偽
出
の
等
云
々
。
外
道
外
典
の
四
墓
三
仙
は
共
の
名
は

塞
な
b
と
雄
も
賓
に
は
三
惑
末
断
の
凡
夫
、
共
の
名
は
賢

争
り
ご
錐
も
賞
じ
因
果
を
排
へ
ぎ
る
事
嬰
児
の
如
し
、
彼

を
般
ご
し
生
死
の
大
海
を
渡
る
ぺ
し
ゃ
。
彼
を
橋
ご
し
て

六
道
の
巷
越
ゑ
難
〈
、
彼
を
柱
ご
し
て
闘
運
会
か
ら
ず
。

故
じ
悌
致
と
外
道
ご
其
の
問
客
壌
の
差
あ
り
て
外
遁
の
悌

敢
に
及
ば
ぎ
る
や
遠
し
。

今
を
去
る
三
千
年
の
昔
仁
於
℃
高
閣
浮
提
の
中
央
、
印

度
仁
降
紳
せ
ら
れ
た
る
大
重
蒋
迦
牟
尼
悌
、
五
十
年
間
仁

捗
り
開
展
せ
ら
れ
た
る
偽
散
は
‘
内
じ
入
高
四
千
の
法
問

を
包
合

ι、
外
仁
は
迷
妄
に
流
暢
せ
る
衆
生
救
憐
の
偉
力

を
有
す
る
曾
無
過
上
最
勝
無
二
の
宗
教
な
り
。
軍
じ
偽
数

世
」
稿
す
る
も
亦
多
日
刊
に
し

τ、
所
謂
大
小
偏
聞
編
密
樺
賓

本
語
等
の
別
あ
り
。
然
L

リ
と
蜂
も
、
大
略
す
れ
ば
自
ら
四

十
二
年
末
顕
異
質
の
方
便
ご
最
後
八
ク
年
の
法
華
奨
賓
と

の
院
別
あ
り
、
要
す
る
じ
法
華
人
ヶ
年
の
異
質
殺
の
外
は

無
量
有
り
ご
離
も
、
是
れ
之
が
枝
葉
じ
外
杏
ら
ず
し
て
質

仁
怖
教
の
箕
憶
を
設
げ
る
も
の
は
無
二
亦
無
三
唯
一
治
華

一
一
束
の
み
な
b
o
故
仁
方
便
品
仁
一
五
〈
、
『
十
方
偽
土
中
唯

有
一
乗
法
無
二
亦
無
三
除
僻
方
便
設
』
ご
、
又
無
量
義
経

説
法
品
仁
一
五
〈
『
種
φ
設
法
以
方
便
四
十
除
年
末
顕
異
官
』

等
さ
云
々
。
耐
し
て
大
集
鰹
仁
は
正
像
末
の
三
時
を
詫
示

乙
後
五
百
歳
に
は
闘
誇
堅
固
白
法
隠
混
の
時
に

ιて
、
唯

法
華
の
大
白
法
の
み
庚
宣
疏
布
す
ご
。
き
れ
ば
四
十
除
年

の
経
敬
は
古
暦
昨
食
の
如
〈
に
末
法
に
於
て
は
恰
も
星
H
n

の
目
先
に
某
の
浩
明
を
奪
は
る
ご
等
し
〈
其
の
盆
減
設
す

る
も
の
な
れ
ば
、
宜
し
〈
法
華
賞
敬
を
以
h

リ
爾
前
遮
円
等

の
擢
数
b
z
拾
て
ぎ
る
ぺ
か
ら
ず
。
今
是
を
闘
示
し
以
っ
て

取
捨
筒
捧
せ
ば
、
『
拾
・
・
・
・
（
外
）
；
・
・
波
羅
円
、
儒
‘
基
督
、
天
理
、
黒
墨
等

内
外
相
艶
｛
戸取・・・・（内）・
z
大
小
、
擢
賞
、
本
語
、
一
切
備
数
｜
一

一
『
捨
ハ
小
）
小
乗
ノ
劣
（
阿
金
三
蔵
数
等
）

ド
大
小
相
卦
｛
一
取
（
大
）
大
乗
ノ
勝
（
権
大
、
賞
、
本
、
恋
）
｜
一

一
『
拾
（
樺
）
構
大
ノ
劣
（
華
殿
、
真
言
、
締
．
念
等
）

「
樺
質
相
封
〈
戸
取
（
質
）
賓
大
ノ
勝
戸
法
華
本
法
）

U

一
「
捨
：
・
・
ハ
迩
d
z
・
－
法
門
ノ
劣
（
迩
門
致
絞
ノ
劣
）

「
本
法
直
劃
ム
－
取
・
・
人
本
〉
z
z
本
門
ノ
勝
（
本
門
教
経
ノ
勝
）
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故
に
議
ん
で
は
前
回
教
事
退
い
て
は
旧
民
繋
経
等
の
一
代

詩
経
惣
じ
て
之
を
括
る
に
但
だ
一
線
品
。
一
始
め
寂
滅
道
場

よ
り
繋
若
経
に
至
る
ま
で
は
序
分
弘
、
無
量
義
経
、
法
華

経
、
観
普
賢
経
の
十
港
は
正
宗
弘
と
口
而
乙
℃
此
の
正
宗

の
中
の
正
宗
は
妙
法
蓮
草
経
の
五
字
じ
坂
す
る
也
。
故
に

報
恩
紗
♂
一
地
支
”
士
、
七
七
ょ
に
云
〈
、
偽
の
滅
後
に
結
集
の

時
九
百
九
十
九
人
の
阿
羅
漢
が
筆
ぞ
染
め
て
あ

b
L仁、

妙
法
蓮
華
経
之
が
、
通
せ
て
如
是
我
聞
ご
唱
へ
昌
せ
給
ひ
し

は
、
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
は
一
部
八
港
二
十
人
品
の
肝
心

に
あ
ら
ず
や
云
A

二」
O

故
に
法
華
経
沼
七
仁
一
石
〈
「
偽
設

言
語
経
中
主
』
ご
。
叉
霊
山
の
聴
衆
た
る
天
台
大
師
の
云

〈
、
「
今
経
則
成
諸
経
法
王
最
錦
第
一
』
と
。
叉
妙
薬
大
師

の
云
〈
、
『
法
華
之
外
無
勝
法
故
云
法
華
無
上
法
王
畠
」
ご
。

叉
惇
教
大
師
の
云
く
、
『
如
悌
鴬
諸
怯
王
此
経
亦
復
如
是
諸

経
中
王
』
ご
。
常
に
如
る
ブ
し
法
華
は
無
上
の
妙
典
な
る

事
を
。
然
り
ご
離
も
世
隼
在
世
の
衆
生
救
済
を
主
ご
し
末

世
の
矯
め
に
之
を
付
嘱
せ
ず
、
人
師
又
後
代
の
衆
生
を
哀

感
せ
ず
し
て
相
承
せ
余
ん
ば
、
如
何
に
深
甚
微
妙
の
大
法

争・
9
ご
雌
も
何
等
後
世
ド
い
利
盆
を
施
す
乙
ご
無
く
死
物
に

位
す
し
か
る
ぺ
き
を
股
れ
ぎ
ら
ん
。
彼
の
浅
劣
な
る
外
遣
の

基
督
及
び
天
理
等
も
付
明
相
承
に
依
り
て
盛
花
を
咲
か
す

に
非
ず
や
。
彼
の
周
の
世
に
於
て
は
建
国
の
基
礎
を
開
立

せ
し
巳
来
、
徳
を
修
め
賢
を
蔵
し
て
額
り
に
仁
政
を
奨
胸

し
代
今
之
を
相
承
し
最
躍
を
極
一
め
範
を
後
世
に
垂
れ
た
る

仁
、
時
移
・
り
代
か
は
り
た
る
秦
の
世
は
之
を
相
承
せ
ゴ
り

し
か
は
、
天
下
き
な
が
ら
暴
風
の
一
時
に
荒
れ
す
さ
ぶ
が

如
〈
、
群
雄
四
方
に
割
譲
し
て
滅
己
の
淵
に
沈
み
し
に
非

ず
や
。
遺
れ
ば
付
蝿
相
承
争
る
も
の
は
、
小
仁
し
で
は
一

家
、
大
に

L
て
は
一
闘
に
於
て
も
快
〈
べ
か
ぎ
る
も
の
品
。

況
ん
や
一
家
一
国
は
を
ろ
か
、
世
界
人
類
を
支
配
す
る
悌

敬
、
英
中
の
最
勝
な
る
法
華
経
を
依
経
ご
せ
る
本
宗
は
理

想
質
現
の
基
礎
広
言
し
て
、
之
を
除
外
し
℃
は
安
苧
活
宗
教

た
る
を
得
ベ
き
。
而
し
℃
付
蝿
に
よ
り
な
れ
る
相
承
多
椅

あ
り
ご
雄
、
大
別
す
れ
ば
嘗
家
の
内
相
承
、
台
家
の
外
相

承
此
の
二
様
仁
し
て
、
之
を
詳
別
す
れ
ば
嘗
家
内
相
承
仁

内
外
の
相
承
、
台
家
の
外
相
じ
も
亦
内
外
の
ニ
相
承
あ
り

今
外
の
別
の
中
に
於
け
る
内
の
語
を
冠
す
る
所
以
は
、
一

往
歴
史
的
詑
明
に
捧
ぷ
が
矯
め
守
れ
ず
も
、
再
往
之
を
論
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ず
れ
ば
内
謹
の
深
勝
争
る
事
を
頴
す
も
の
畠
。
而
し
て
今

相
承
、
付
掘
明
、
を
論
ず
る
に
於
℃
は
、
彼
の
印
度
出
現
垂
漣

・
管
轄
迦
牟
尼
悌
を
根
懐
ご
す
る
に
は
非
ず
し
て
久
遠
本
備

を
以
て
す
。
書
量
品
仁
一
再
〈
「
皆
謂
今
蒋
迦
牟
尼
悌
出
四
伴

氏
宮
去
伽
耶
城
不
遠
坐
於
道
場
得
阿
辱
多
羅
三
貌
三
菩
提

云
々
』
又
云
く
設
我
小
出
家
得
阿
一
辱
多
羅
三
貌
三
菩
提
然

我
質
成
悌
己
来
久
遠
若
斯
但
以
方
便
数
化
衆
生
令
入
部
遺

作
是
設
』
f
」
設
一
不
し
、
彼
の
印
度
出
現
の
悌
は
、
君
謹
一
不

現
仁
し
て
其
の
賓
は
五
百
塵
貼
久
還
の
本
悌
争
る
こ
と
を

頴
一
不
せ
ら
れ
た
り
。
き
れ
ば
付
蝿
相
承
も
そ
れ
が
如
〈
な

ら
ぎ
る
べ
か
ら
歩
。
然
り
ど
雄
も
語
化
の
付
蝿
は
開
頴
後

に
あ
る
も
所
付
の
法
躍
は
全
〈
顕
本
己
前
の
迩
門
に
同
じ

〈
益
し
て
、
此
の
法
本
ご
像
法
の
時
宜
に
遁
ひ
嘗
時
の
群
類

を
救
済
し
て
本
化
所
付
は
書
量
文
底
の
大
事
本
門
肝
心
に

乙
て
末
法
に
於
て
閤
浮
に
康
布
せ
ん
乙
ご
を
一
不
当
れ
、
末

法
の
衆
生
救
済
の
矯
め
に
あ
り
し
も
の
に
し
て
、
而
し

τ

付
堀
相
承
た
る
や
宗
旨
の
生
命
を
持
績
せ
し
む
ぺ
き
の
大

綱
を
な
す
も
の
品
。
妙
宗
の
皐
人
之
を
精
究
せ
今
ん
ば
本

偽
の
本
懐
を
知
ら
ず
、
故
に
五
口
人
は
不
宵
を
顧
み
ず
本
化

の
末
流
ぎ
し
て
相
承
さ
付
蝿
ご
の
関
係
を
論
ず
る
所
以
也

本
論
じ
至
ち
て
付
婦
の
意
義
を
明
し
、
備
総
別
の
起
壷

並
仁
本
化
越
化
の
弘
通
の
賦
態
を
明
に
し
、
究
じ
相
承
の

意
義
を
明
し
、
而
し
て
本
化
遼
化
二
様
相
承
の
形
態
を
明

し
、
更
仁
進
ん
で
は
相
承
と
付
蝿
ご
の
交
渉
を
遁
ぺ
以
つ

τ某
の
根
擦
を
取
捨
し
、
最
後
に
吾
相
承
付
嘱
仁
於
け
る

私
見
を
述
ぺ
て
以
っ
て
結
論
ご
す
る
畠

2
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